
▼
皆
さ
ん
既
に
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す

が
、
第
２
６
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
日
程

が
迫
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
、
現
時
点
で

未
確
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
６
月
２
２

日
公
示
、
７
月
１
０
日

投
開
票
で
準
備
が
進
め

ら

れ

て

い

る

よ

う

で

す
。 

▼
去
る
５
月
１
８
日
に
開
催
さ
れ
た
県
本

部
第
６
回
単
組
代
表
者
会
議
に
お
い
て
、

「
鬼
木
ま
こ
と
」
最
低
得
票
数
３
０
万
票

獲
得
の
た
め
「
組
合
員
１
人
３
票
以
上
」

と
い
う
目
標
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
全
単
組
が
、
集
会
等
に
お
け 

る
呼
び
か
け
や
、
機
関
紙
等
へ
の
掲
載
に

よ
る
候
補
者
名
の
浸
透
を
図
る
と
と
も
に

職
場
オ
ル
グ
や
組
合
員
の
家
庭
オ
ル
グ
等

に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

▼
「
参
院
選
闘
争
を
全
力
で
」
と
言
わ
れ

て
も
、
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員
が
「
な
ぜ

私
た
ち
組
合
が
政
治
活
動
に
取
り
組
む
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
、
思

う
よ
う
な
結
果
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
こ
の
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
、
自

治
労
本
部
作
成
の
資
料

を
基
に
、
記
載
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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参
議
院
選
挙
闘
争
を
全
力
で 

私
た
ち
が
政
治
活
動
に
取
り
組
む
必
要
性
を
理
解
し
よ
う
！ 

参院選 

当面の日程 

■6月4日（土）～5日 

 （日）県本部スポー  

 ツ大会（バレーボー  

 ル）は『中止』 

■6月15日（水）～17 

 日（金）県本部スポ 

 ーツ大会（野球、喜 

 多方・会津坂下） 

澤田委員長（右）から檄旗（為書き）を受

け取る「小野寺あきこ」予定候補者（4/15

開催、県本部第５回単組代表者会議） 

澤田委員長（右）から檄旗（為書き）を受

け取る「鬼木まこと」予定候補者（‘21/4/22

開催、県本部第４回単組代表者会議） 

▼
ま
ず
「
政
治
活
動
」
は
、
労
働
組
合
と

し
て
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
押
さ
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

▼
労
働
組
合
の
基
本
的
な
役
割
は
、
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
守
り
、
改
善
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
、
賃
金
・
労
働
条
件

に
つ
い
て
の
労
使
交
渉

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
公
務
員
の
賃
金
・

労
働
条
件
は
、
最
終
的
に
は
国
会
や
自
治

体
議
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

▼
ま
た
、
現
場
の
労
使
交
渉
だ
け
で
は
解

決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
医
療
や
福

祉
、
年
金
、
教
育
、
税
制
な
ど
の
改
善

を
、
法
律
や
条
例
改
正
を
通
じ
て
実
現
す

る
た
め
に
も
、
政
党
や
政
治
家
に
働
き
か

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

な
ぜ
政
治
活
動
に
取
り
組
む
の
か 
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▼
一
方
、
地
方
自
治
体
の
業
務
や
予
算

な
ど
は
、
身
近
な
地
方
議
会
で
議
決
さ

れ
る
条
例
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
ず
、
国

会
で
議
決
さ
れ
る
法
律
に
大
き
く
左
右

さ
れ
ま
す
。
地
域
住
民
の
た
め
に
よ
り

良
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た

め
に
も
、
労
働
組

合
の
立
場
か
ら
政

治
の
場
に
政
策
を

反
映
さ
せ
る
取
り

組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

▼
そ
の
た
め
、
労
働
組
合
の
政
策
を
理

解
す
る
国
会
議
員
や
自
治
体
議
員
を
支

援
し
て
議
会
に
送
り
出
す
必
要
が
あ
る

の
で
す
。 

本
的
人
権
の
確
立
・
世
界
平
和
の
創

造
・
地
球
環
境
と
の
共
生
を
め
ざ
す
こ

と
を
確
認
（
「
２
１
世
紀
宣
言
」
）
す

る
と
と
も
に
、
第
８
７
回
定
期
大
会

（
２
０
１
４
年
別
府
）
の
「
新
た
な
政

治
対
応
方
針
」
で
、
憲
法
理
念
の
柱
で

あ
る
平
和
主
義
・
国
民
主
権
・
基
本
的

人
権
の
尊
重
と
過
去
の
侵
略
戦
争
へ
の

反
省
を
踏
ま
え
た
協
調
外
交
の
推
進
な

ど
の
６
項
目
の
政
策
で
一
致
す
る
政
治

勢
力
の
結
集
を
進
め
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。 

▼
立
憲
民
主
党
は
、
①
日
本

国
憲
法
が
掲
げ
る
「
国
民
主

権
」
「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
「
平
和
主
義
」
の
」
堅

持
、
②
人
権
を
尊
重
し
た
自

由
な
社
会
、
③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
基
本
と
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
の
構
築
と
原
発
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
、

④
「
人
へ
の
投
資
」
の
重
視
と
格
差
の

解
消
、
⑤
持
続
可
能
で
安
心
で
き
る
社

会
保
障
制
度
の
確
立
、
⑥
多
様
な
主
体

に
よ
る
自
治
を
尊
重
し
た
真
の
地
方
自

治
の
確
立
、
⑦
核
兵
器
の
廃
絶
と
現
実

的
な
安
全
保
障
や
外
交
政
策
の
推
進
、

と
い
っ
た
基
本
政
策
を
掲
げ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
多
く
は
自

治
労
の
政
策
と
共
通

す
る
も
の
で
す
。 

編
集
後
記 

▼
今
回
は
選
挙
特
集
で
し
た
が
、
ス

ペ
ー
ス
の
関
係
で
説
明
し
き
れ
て
い
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
一
番
は
「
選
挙

運
動
と
は
？
」
で
す
が
、
①
特
定
の
選

挙
で
、
②
特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
図

る
た
め
に
、
③
有
権
者
に
働
き
か
け
る

行
為
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
が
「
政
治
活

動
」
で
す
。
「
公
務
員
の
特
性
？
」

で
、
「
で
き
な
い
理
由
」
を
探
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
「
政
治
活
動
」
に

取
り
組
む
こ
と
は
当
然
の
話
で
す
。
ま

ず
は
、
職
場
の
仲
間
、
そ
し
て
ご
家
族

へ
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

県本部『政治学習会』 

会津総支部『サテライト会場』を設置！ 

［開催日時］6月1日（水）18:30～19:40 

［会場］（会津若松市）会津労働福祉会館 2階会議室 

［内容］「労働組合と政治活動について」 

    「政党と鬼木まことへの支持の必要性」 

    （講師）自治労本部 隈本 伸也 氏  

※詳細は、発文（総支部HPにも掲載、PWは 
「7777」により確認ください。 

 

第 

２
６ 

回
参
議
院
選
挙 

比例代表選挙 選挙区選挙 ▼
「
公
示
・
告
示
前
」
に
は
、
組
合
員

に
推
薦
候
補
者
へ
の
支
持
を
働
き
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
「
事

前
運
動
」
と
み
な
さ
れ
な
い
よ
う
直
接

的
な
投
票
の
呼
び
か
け
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。
「
公
示
・
告
示

後
」
は
、
庁
舎
内
で
の
職

場
オ
ル
グ
や
、
組
合
員
へ

の
機
関
紙
・
ビ
ラ
配
布
に

注
意
が
必
要
で
す
。 

な
ぜ
立
憲
民
主
党
を
支
持
す
る
の
か 

▼
当
然
で
す
が
、
労
働
組
合
と
政
党
は

異
な
る
組
織
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
り
、
す
べ
て
の
政

策
が
一
致
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
課
題
の
改
善
や
要

求
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、

よ
り
考
え
方
が
近
い
政
党
と
協
力
し
て

政
策
実
現
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

▼
自
治
労
は
、
「
自

由
・
公
正
・
連
帯
」

の
社
会
の
創
造
、
基 

組
合
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か 


